
� 緒言
水質汚濁防止法（以下，「水濁法」という）では，都道府

県知事は，排出水を排出する者に対し，特定施設の状況，汚

水等の処理の方法その他必要な事項に関し報告を求め，又は

その職員に特定事業場に立ち入り，特定施設その他の物件を

検査させることができるとされている。（水濁法第２２条）

平成１７年度から平成２１年度までの５年間に，吉野川水系に

接続する特定事業場に立入り，水質検査を行った結果を取り

まとめたので報告する。

また，水濁法施行令第１条の別表第１に掲げる特定施設の

うち，一日当たりの平均排出水の量が５０m３以上で吉野川水

系に接続するし尿処理施設及び瀬戸内海環境保全特別措置法

（以下，「瀬戸内法」という）第１２条の２で規定するみなし

指定地域特定施設である２０１人以上５００人以下のし尿浄化槽か

らの排出水の BODと CODの水質結果に相関性を求め若干

の考察をしたので報告する。

� 調査の概要
１ 吉野川水域に接続する特定事業場数

水濁法第５条では，工場・事業場から公共用水域に水を排

出する者又は特定地下浸透水を浸透させる者は，特定施設等

の設置等に際して，所定の事項を都道府県知事（権限委任市

長を含む）に届け出ることになっている。この届出は当該工

場・事業場の規模，排出水量の多寡は問われない。

また，瀬戸内法第５条では，工場・事業場から公共用水域

に水を一日当たりの最大量が５０m３以上排出する者は特定施

設の設置等に際し府県知事の許可を受けることとなってお

り，徳島県においては，海部郡（美波町赤松地区を除く。）

を除く県内区域にある特定事業場に適用される。

これら届出及び許可の状況について，毎年環境省は水濁法

等の施行状況結果を公表している。これによると徳島県の平

成２１年度において，水濁法及び瀬戸内法の規定に基づく届出

又は許可のあった特定施設を設置する特定事業場の合計は，

表１に示すとおり，平成２２年３月末現在水濁法及び瀬戸内法

併せて４，３５６となっている。

そのうち，一日当たりの平均排水量が５０m３以上の特定事

業場には，BOD（生物学的酸素要求量）や SS（浮遊物質量）

等の生活環境項目の一律排水基準が適用されるが，その対象

事業場数は水濁法及び瀬戸内法併せて３８５（占有率８．８％）と

なっている。

さらに，水濁法第３条第３項において，同条第２項に規定

されている一律排水基準によっては人の健康を保護し，又は

生活環境を保全することが十分でないと認められる区域があ

るときは，その区域に排出される排出水の汚染状態につい

て，条例でより厳しい排水基準を特定事業場に対して定める

ことができると規定されている。徳島県では生活環境保全条
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例において，吉野川及び新町川並びにこれらに接続する公共

用水域を始め１０の水域において，特定事業場の新設・既設

別，業種別，排水量の規模別に区分され，上乗せ排水基準を

設けている。

今回の報告対象とする吉野川水系に接続する一日あたり平

均排出水量５０m３以上である特定事業場の届出（許可事業場

も含む）数は，平成２３年３月末現在３２２事業場あり，一日あ

たりの通常（平均）排出水の合計量は約３３．１万m３であり，１

特定事業場あたり約１，０００m３を排出している。

特定事業場を所在地別にみると，三好市や美馬市等の吉野

川上流域で接続している特定事業場数は５５で通常排出水量の

合計量は一日あたり１．５万m３，また阿波市や吉野川市等の吉

野川中流域で接続している特定事業場は３６で通常排出水量の

合計量は一日あたり３．３万m３となっている。そして板野郡や

徳島市等吉野川水系の下流域で接続している特定事業場数は

２３１と上流域，中流域に比べ圧倒的に多く，全体の７１％を占

めており，排出水量の合計量は全体の約８５％にあたる一日

２８．３万m３の排出水がある。

２ 吉野川水系における特定事業場の産業分類別内訳

３２２特定事業場を産業分類項目別（日本標準産業分類）に

みたときの多い業種上位５分類を，またその分類項目別の一

日当たりの通常排出水量の合計を表２に示す。

分類不能な産業に属するもの，例えば農業集落排水処理場

や団地処理場等が，８２と最も多く，次いで製造業６４，一般病

院などの医療・福祉４２，宿泊業・飲食サービス業及び生活関

連サービス業・娯楽業がそれぞれ２４事業場となっており，上

位５分類で合計２３６事業場（占有率７３．５％）となっている。

また，排出水量は製造業に属するものの合計量が一日当た

り１９．９万m３で最も多く，次いで電気・ガス・熱供給・水道

業に属するものが９．６万m３，分類不能な産業に属するものが

１．５万m３等となっている。

� 結果と考察
� 特定事業場への立入り状況と調査結果について

水濁法等に基づく平成１７年度から平成２１年度５年間に

おける吉野川水系に接続する特定事業場への立入り延件

数及び検査項目数は表３のとおりである。

検査項目は，一律排水基準値や県条例で定めた pH,

BOD等の生活環境項目とカドミウムや鉛等の金属類や

トリククロエチレンやテトラクロロエチレン等の揮発性

有機化合物が含まれる健康項目等である。

５年間における延立入り特定事業場数は１，０１４であり，

年平均１８０事業場であった。同時に行った水質検査項目

は一般項目及び健康項目を併せて６，３０３検体であった（年

平均１，２６０検体）。

ほぼ１００％一律排水基準及び県条例に基づく上乗せ基

表１ 平成２１年度水濁法等施行状況調査 環境省資料から抜粋

水質汚濁防止法上の特定事業場 瀬戸内海法上の特定事業場

管轄 総数
平均排水量５０m３／日
以上の事業場数

平均排水量５０m３／日
未満の事業場数

総数
平均排水量５０m３／日
以上の事業場数

平均排水量５０m３／日
未満の事業場数

徳島県 ３，４１４ １０８ ３，３０６ １７８ １６６ １２

徳島市 ７１０ ６１ ６４９ ５４ ５０ ４

合計 ４，１２４ １６９ ３，９５５ ２３２ ２１６ １６

全国合計 ２７０，２２６ ３０，７２８ ２３９，４９８ ３，８１３ ３，５４３ ２７０

注）瀬戸内法上の特定事業場総数等の全国合計は，瀬戸内海に隣接した１３府県の県及び政令市に届出・許可されたものです。

表２ 吉野川水系に接続する特定事業場の産業分類及び排出
水量の合計

記号 産業分類項目 特定事業場数 合計排出水量（m３／日）

A 農業，林業 ３ ２２１

E 製造業 ６４ １９９，４４７

F 電気，ガス，熱供給，水道業 １３ ９６，１６８

G 情報通信業 １ ５５

H 運輸，郵便業 １ ２８４

I 卸売業，小売業 ２１ ２，８７８

K 不動産業，物品賃借業 １ ５３

L 学術研究，専門・技術サービス業 ４ １０７

M 宿泊業・飲食サービス業 ２４ １，５８２

N 生活関連サービス業・娯楽業 ２５ ２，３５５

O 教育，学習支援業 １９ １，３９７

P 医療・福祉 ４２ ５，１９１

Q 複合サービス業 １ ３００

R サービス業（他に分類されないもの） １５ ５，０８９

S 公務（他に分類されるものを除く） ６ １，０３２

T 分類不能な産業 ８２ １５，５９６

合計 ３２２ ３３１，７５５

注）合計排出水量は水濁法，瀬戸内法及び県条例への届出・許
可書に記載された一日あたりの通常排出水量の合計です。
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準に適合しているが，年平均３～４特定事業場で一般項

目の基準超過が見られる。基準超過があった特定施設及

び特定事業場に対し，直ちに特定施設等の改善を指導

し，排水基準が遵守されている確認をしている。

� 一般項目間（BODと COD）の相関について

吉野川水系に接続する特定事業場数は，表２で記載し

たように農業集落排水処理場や団地処理場等分類不能な

産業に属するものからの排出水が８２施設と最も多い。

本来，BODと CODは検水中に含まれる有機物質の

生物酸化量と化学酸化量を表す指標であり，そもそも相

関性があるものではないが，例えば工場排水の自社検査

のように検水中に含まれる有機質の組成がほぼ一定と認

められるならば，CODから BODを一定範囲内で推定

することは可能である。

今回，し尿処理施設や団地における汚水処理施設等か

らの排出水に限って BODと CODの相関を求めた。排出

水は用水路や公共用水域に放流する最終排水口や放流槽

で採水し，塩素殺菌等の影響のない検水を対象とした。

分析方法は JISK０１０２に準じた。図１に相関図を示す。デー

タ数 N＝３９３，一次回帰式（COD）＝０．６５×（BOD）－１．５

が得られた。また相関係数は r＝０．６８０と正の相関が見

られた。また，データ数３９３中３６３において，CODが BOD

より高値を持ち，検水中の有機質の組成が類似している

ことが推測された。

� まとめ
①水質汚濁防止法の規定による特定事業場への立ち入り調

査結果をまとめた。

②併せて水質検査も行い，吉野川水系に接続する特定事業

場の平成１７年度から平成２１年度までの５年間における検

査結果をとりまとめた。

③延べ１，０１４事業場，生活環境項目及び健康項目併せて

６，３０３検体の検査を行った。

④人の健康に係る健康項目について，全ての検査結果にお

いて排水基準が遵守されていた。

⑤ pHや BOD等の一般項目について，ほぼ１００％基準が遵

守されていた。

⑥し尿処理施設や団地排出水の BODと CODの相関性を

求めた。

⑦正の一次相関性が認められ，殆どの検水では BOD＞COD

であった。

表３ 吉野川水系に接続する特定事業場の立入り件数及び検査項目数

年度
生活環境項目 健康項目 合計

立入件数 検査項目 立入件数 検査項目 立入件数 検査項目

H１７ １２４ ７４４ ６１ ３３３ １８５ １，０７７

H１８ １５９ ８５８ ４５ ３７５ ２０４ １，２３３

H１９ １７２ １，０１１ ２５ ３２０ １９７ １，３３１

H２０ １９６ １，１４４ １８ ２６６ ２１４ １，４１０

H２１ １９３ １，０８４ ２１ １６８ ２１４ １，２５２

合計 ８４４ ４，８４１ １７０ １，４６２ １，０１４ ６，３０３

注）水濁法第２２条の規定に基づく立入り調査であり，徳島県が実施したものである。

図１ BODと CODの相関
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